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1.  平成25年3月期第2四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第2四半期 7,460 11.0 △624 ― △1,032 ― △881 ―

24年3月期第2四半期 6,723 △18.9 △1,091 ― △1,412 ― △1,199 ―

（注）包括利益 25年3月期第2四半期 △433百万円 （―％） 24年3月期第2四半期 △950百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第2四半期 △25.67 ―

24年3月期第2四半期 △34.93 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第2四半期 36,323 3,648 9.9
24年3月期 33,910 4,065 11.8

（参考） 自己資本   25年3月期第2四半期  3,580百万円 24年3月期  4,006百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
25年3月期 ― 0.00

25年3月期（予想） ― 0.00 0.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日） 
 

（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,900 10.6 △1,600 ― △1,480 ― △1,700 ― △49.49



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第10条の５に該当するものであります。詳細は、〔添付資料〕４ページ（３）会計方針の
変更・会計上の見積りの変更・修正再表示をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期連結財務諸表の四半期レビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定等に
ついては、〔添付資料〕４ページ（３）連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  有

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期2Q 34,344,000 株 24年3月期 34,344,000 株

② 期末自己株式数 25年3月期2Q 266 株 24年3月期 266 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期2Q 34,343,734 株 24年3月期2Q 34,343,801 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 医薬品業界におきましては、ここ数年、大手製薬企業（メガファーマ）の合併によるパイプラインの絞込み、基

幹製剤の特許期限切れに関する2010年問題への対応のため臨床開発段階のパイプラインへの経営資源の集中投入が

進んでいましたが、今年に入り創薬研究の重要性も改めて見直されており、前臨床受託試験の市場も回復傾向へと

向かいつつあります。 

 当社グループにおきましては、2010年８月10日にＦＤＡ（米国食品医薬品局）から受領したＧＬＰ（Good 

Laboratory Practice）遵守状況に対する改善指示書（Warning Letter）について、すべての指摘事項は適切に対

処されていることを確認した旨の通知（クローズアウトレター）を2012年11月８日付で受領しております。 

 これを受けて、今後、米国市場での営業強化に徹底して取り組み、米国事業の来期以降の再成長を実現してまい

ります。また、引き続き、国内営業の強化を進めるとともに、財務基盤の強化も行い、金融機関との連携を深めて

おります。 

 こうした状況の中、当第２四半期連結累計期間における売上高は7,460百万円と前第２四半期連結累計期間に比

べて736百万円（11.0％）の増加となりました。営業損失は624百万円（前第２四半期連結累計期間：営業損失

1,091百万円）となり、経常損失は1,032百万円（前第２四半期連結累計期間：経常損失1,412百万円）となり、四

半期純損失は881百万円（前第２四半期連結累計期間：四半期純損失1,199百万円）となりました。  

 当社グループのセグメント別業績は次のとおりであります。 

 ① 前臨床事業 

 国内におきましては、昨年の東日本大震災の影響も一段落し、顧客からは新たなプロジェクトの開始情報も

入手しており、大型試験の問い合わせ件数も順調に増加してきております。特に、サルを用いた研究受託に関

しては、その技術力の高さと背景データの豊富さ、自家繁殖場からの高品質動物の安定供給体制の確立による

差別化戦略は主要クライアントから高い評価を得ております。こうした状況の中で、国内前臨床事業の受注高

は3,912百万円（前年同期比3.1％増）と回復の兆しを見せております。 

 一方、SNBL USA Ltd.（ワシントン州）では、ＦＤＡ（米国食品医薬品局）からのＧＬＰ遵守状況に対する改

善指示書について、クローズアウトした旨の通知を2012年11月８日付で受領しております。また、これまで取

り組んできたオペレーションの強化に加えて、営業にも更に注力し、来期以降の再成長を実現してまいりま

す。 

 そうした中で、売上高は5,197百万円と前第２四半期連結累計期間に比べて1,107百万円（27.1％）の増加と

なり、営業損失は657百万円（前第２四半期連結累計期間：営業損失1,210百万円）となりました。 

 ② 臨床事業 

 国内ではＣＲＯ事業、ＳＭＯ事業共に順調に高稼働状況が続いており、スタッフ育成を強化しております。

また、米国で臨床（PhaseⅠ）事業を行っているSNBL Clinical Pharmacology Center, Inc.（SNBL CPC）で

は、コスト削減に取り組むと共に、営業体制の強化を行った結果、受託契約の問い合わせが順調に増えてお

り、施設も高稼働状況となっております。 

 そうした中で、売上高は2,155百万円と前第２四半期連結累計期間に比べて515百万円(19.3％)の減少とな

り、営業利益は355百万円と前第２四半期連結累計期間に比べて163百万円(31.6％)の減少となりました。 

 ③ トランスレーショナル リサーチ事業（ＴＲ事業） 

 経鼻投与（NDS）技術 

当社独自の経鼻投与基盤技術について、製薬会社への技術ライセンス締結に向けた取り組みを強化してお

ります。特に、これまでの臨床試験実施を含めた研究開発の実績から、当社独自の経鼻投与基盤技術が種々

の薬物に対して幅広く応用できることが実証され、大手を含む国内外の複数の製薬企業が保有する化合物に

応用するための技術評価（Feasibility Study）の実施が活発化しており、良好な成績を得ております。そう

した中、技術ライセンス締結に向けた交渉を進めると共に、承認申請までに必要な前臨床試験や臨床試験を

受託するという新しいビジネスモデルの確立に注力しております（備考１参照）。  

 キラル核酸アジュバント 

子会社株式会社キラルジェンの保有するキラル核酸合成技術を用いて創製したキラル核酸アジュバントの

医薬品応用に取り組んでおります。現在、薬理作用を指標に開発化合物の絞り込みを行っております．本化

合物は癌のみならずワクチンアジュバントあるいはアレルギー性疾患など、幅広い疾患への応用が期待され

ております。 

なお、ＴＲ事業関連子会社の状況は、備考２に記載しました。 

 そうした中で、売上高は45百万円と前第２四半期連結累計期間に比べて33百万円(278.5％)の増加となり、営
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業損失は309百万円（前第２四半期連結累計期間：営業損失452百万円）となりました。 

 備考１） 

 米国でPhaseⅡ臨床試験を完了したグラニセトロン経鼻剤（開発コード：TRG，制吐薬）及び米国でPhaseⅠ

臨床試験を完了したゾルミトリプタン経鼻剤（開発コード：TRZ，偏頭痛薬）の臨床実績に加えて、ワクチン

活性を保持し、感染予防効果に重要な粘膜の抗体（分泌型IgA）を高め得るインフルエンザ経鼻ワクチン（開

発コード：TR-Flu）の研究実績により、本経鼻投与基盤技術が種々の薬物に対して幅広く応用できることが

実証されたことを受けて、国内外の複数の製薬企業等が保有する化合物に応用するための評価試験の実施や

ライセンス交渉を進めております。本経鼻投与基盤技術は、製薬企業の製品のライフサイクルマネージメン

ト戦略にも貢献できることから、今後、本経鼻投与基盤技術のライセンスの機会がさらに高まると期待され

ます。 

 備考２） 

 2)-1. 株式会社キラルジェン 

 東京大学和田猛准教授が開発した核酸の不斉合成に関する知財を技術基盤として、高機能核酸の実用

化・事業化を行っております。この技術は、リン原子修飾核酸誘導体を高い選択性（99%以上）で不斉合成

（立体選択的合成）する最先端の技術であり、固相合成機を用いた自動合成技術の確立に成功しておりま

す。この技術により低コストで高機能な立体を制御した修飾核酸医薬品の製造が可能になり、これまで治

療が困難であった疾患を含む、様々な疾病の治療薬開発ができることになります。 

 JST・A-STEP事業（平成21年度～平成24年度）に採択され、大量合成法の確立に取り組んでおります。そ

の結果、前臨床試験に必要な量（グラム；gスケール）の合成に目処をつけることができました。 

 2)-2. Ontorii, Inc. 

 ハーバード大学Gregory Verdine教授の核酸医薬開発における知財を技術基盤として、高機能核酸の実用

化・事業化を行っております。核酸医薬は親水性高分子であり、細胞膜の透過性が低いために標的の疾患

部位に到達できないことが実用化において大きな課題の一つとなっています。Ontoriiではこの課題を解決

すべく、ハーバード大学キャンパスに自社の研究施設を設置し、独自の核酸設計手法（プロドラッグ化）

を用いて機能（膜透過性等）の向上に取り組んでおります。現在、本プラットフォーム技術に高い関心を

寄せている複数の大手製薬企業との提携も視野に入れ、核酸医薬開発を目指していきます。 

 2)-3. Ruika Therapeutics Inc. 

 ハーバード大学の知的財産を創薬プロセスに沿って付加価値を高めて事業化する大学との合弁会社であ

ります。現在、同大学Joseph Schildkraut名誉教授が発見した理論に基づき、うつ病患者に対して薬物治

療後の効果が出始めるまでの期間を飛躍的に短縮する新製剤の開発を行っており、既に有望な候補化合物

の合成に成功しております。 

 2)-4. AXIS株式会社 

 東京医科大学医学総合研究所の西岡久寿樹所長の知財を技術基盤として、筋・骨格系疾患を中心に医療

現場のアンメットニーズを満たす新薬を迅速に開発し事業化することを目的にしております。現在、線維

筋痛症と変形性関節症という未だ有効な治療薬が存在しない疾患の治療薬の開発を行っております。 

 線維筋痛症は、原因不明の全身に激しい痛みが生じる難治性疾患であり、推定200万人ともいわれる患者

さんがいるにもかかわらず、未だ国内で承認された治療薬が存在しません。 

 変形性関節症は、人口の高齢化に伴い患者数が劇的に増加している疾患であり、現在国内だけでも約

1,000万人の患者さんがおられます。AXISでは、抗Fas抗体に着目して変形性関節症の痛みと関節破壊を抑

止する薬剤を開発しております。  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 （資産、負債、純資産の状況に関する分析） 

 当第２四半期連結累計期間における前連結会計年度末からの財政状態の変動は、以下のとおりとなりました。 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ2,412百万円(7.1％)増加し、36,323百万円と

なりました。流動資産につきましては、現金及び預金が増加したことなどにより、前連結会計年度末に比べ2,382

百万円(15.1％)増加して18,185百万円となりました。固定資産につきましては、減価償却により工具、器具及び備

品等の有形固定資産が減少したものの、投資有価証券が増加した結果、30百万円（0.2％）増加して18,137百万円

となりました。 

 負債は、前連結会計年度末に比べ2,829百万円(9.5％)増加し、32,674百万円となりました。流動負債につきまし

ては、短期借入金が増加したことなどにより前連結会計年度末に比べ1,878百万円(13.3％)増加して16,013百万円

となりました。固定負債につきましては、長期借入金が増加したことなどにより前連結会計年度末に比べ951百万

円(6.1％)増加して16,660百万円となりました。 

 純資産は、為替換算調整勘定が増加したものの、四半期純損失を計上した結果、前連結会計年度末に比べ416百

万円(10.2％)減少し、3,648百万円となりました。 



 （キャッシュ・フローの状況に関する分析） 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は前連結会計年度末に比べて

2,236百万円(34.0％)増加して、8,807百万円となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。  

 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果使用した資金は、158百万円と、前第２四半期連結累計期間に比べて652百万円(80.4％)の使用

減少となりました。 

 主な内訳は、税金等調整前四半期純損失1,036百万円、減価償却費684百万円、たな卸資産の増加額214百万円

及び前受金の減少額262百万円であります。 

 （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は、595百万円と、前第２四半期連結累計期間に比べて112百万円(15.9％)の使用

減少となりました。 

 主な内訳は、有形固定資産の取得による支出522百万円、投資有価証券の取得による支出78百万円でありま

す。 

 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果獲得した資金は、3,050百万円と、前第２四半期連結累計期間に比べて2,714百万円(807.8％)

の獲得の増加となりました。 

 主な内訳は、長期借入れによる収入5,000百万円、長期借入金の返済による支出2,429百万円であります。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 米国前臨床事業においては、2010年８月にＦＤＡ（米国食品医薬品局）からＧＬＰ（Good Laboratory 

Practice）遵守状況に対する改善指示書（ＷＬ）を受領したことを受け、米国前臨床子会社であるSNBL U.S.A., 

Ltd.の抜本的な組織改革を行うと共に、当社グループが総力を挙げて、現場のオペレーションを体系的に再構築

し、法令の厳守に加えて、専門的な科学知識や高品質のサービスがお客様に速やかに提供できるように改革に取り

組んでおります。2010年８月10日にＦＤＡから受領したＧＬＰ遵守状況に対するWarning Letter（改善指示書）に

ついて、クローズアウトした旨の通知を2012年11月８日付で受領しております。これを受けて、今後、米国市場で

の営業強化に徹底して取り組み、米国事業の来期以降の再成長を実現してまいります。 

 平成25年３月期につきましては試験期間が長期にわたることから、過年度における受注低迷による稼働率の低下

の影響を受けており、人員の合理化や経費削減に取り組んでいるものの、損益は厳しい見通しであります。しかし

ながら、短期的な業績動向に関わらず、来期以降の再成長へ向け、当社グループの中核事業として巨大な米国市場

でのＳＮＢＬブランドを再構築していく方針であります。 

 一方で国内前臨床事業の需要動向は緩やかながら回復の兆しを見せており、中長期的視点からクライアントから

の要望に対しては真摯に応えられる体制を構築してまいります。また、韓国、欧州をはじめ海外市場についても営

業体制を強化し、積極的に取り組んでいく方針です。 

 また、トランスレーショナル リサーチ事業におきましては、創薬型の医薬品開発支援事業へのパラダイムシフ

トを進めるべく、製薬会社への技術ライセンス締結に向けた取り組みを強化しております。特に、これまで当社独

自製剤の臨床試験実施を含めた研究開発の実績から、当社経鼻投与技術（ＮＤＳ；Nasal Delivery System）が

種々の薬物に対して幅広く応用できることは実証され、大手を含む国内外の複数の製薬企業が保有する化合物に応

用するための技術評価の実施が活発化してきております。そうした中で、技術ライセンス締結に向けた交渉を進め

ると共に、承認申請までに必要な前臨床試験や臨床試験を受託するという新しいビジネスモデルの確立に注力して

おります。 

 なお、平成25年３月期の連結業績予想につきましては、平成24年５月11日に公表しました連結業績予想と変更は

ありません。 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取

得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。 

 なお、この変更による当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,606,023 8,842,599

受取手形及び売掛金 2,306,370 1,974,183

有価証券 111,408 100,640

たな卸資産 6,083,908 6,361,646

その他 737,983 954,111

貸倒引当金 △42,885 △47,630

流動資産合計 15,802,808 18,185,551

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 11,622,345 11,773,306

土地 3,239,423 3,257,173

その他（純額） 1,856,808 1,638,474

有形固定資産合計 16,718,577 16,668,954

無形固定資産 107,164 97,006

投資その他の資産   

投資その他の資産 1,407,976 1,497,649

貸倒引当金 △126,120 △125,926

投資その他の資産合計 1,281,855 1,371,722

固定資産合計 18,107,597 18,137,683

資産合計 33,910,406 36,323,234



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 67,260 130,982

短期借入金 6,381,150 8,410,159

未払法人税等 86,506 113,043

前受金 5,909,236 5,719,279

事業整理損失引当金 15,657 15,384

その他 1,676,101 1,625,119

流動負債合計 14,135,913 16,013,967

固定負債   

社債 50,000 50,000

長期借入金 15,136,428 16,180,267

その他 522,937 430,268

固定負債合計 15,709,365 16,660,535

負債合計 29,845,278 32,674,503

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,391,050 5,391,050

資本剰余金 6,073,450 6,073,450

利益剰余金 △4,293,761 △5,175,618

自己株式 △136 △136

株主資本合計 7,170,602 6,288,745

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 4,132 3,342

為替換算調整勘定 △3,168,262 △2,711,273

その他の包括利益累計額合計 △3,164,129 △2,707,931

少数株主持分 58,654 67,917

純資産合計 4,065,127 3,648,731

負債純資産合計 33,910,406 36,323,234



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

売上高 6,723,996 7,460,286

売上原価 4,703,624 5,098,956

売上総利益 2,020,371 2,361,330

販売費及び一般管理費 3,112,036 2,985,879

営業損失（△） △1,091,664 △624,548

営業外収益   

受取利息 4,623 2,463

受取配当金 6,265 7,769

持分法による投資利益 571 637

施設利用料収入 124,575 78,086

その他 69,574 73,391

営業外収益合計 205,611 162,348

営業外費用   

支払利息 153,181 148,418

為替差損 372,682 406,712

その他 248 15,185

営業外費用合計 526,113 570,316

経常損失（△） △1,412,166 △1,032,516

特別利益   

固定資産売却益 2,394 592

関係会社株式売却益 － 1,973

特別利益合計 2,394 2,566

特別損失   

固定資産売却損 32 205

固定資産除却損 5,759 3,110

投資有価証券評価損 － 2,912

特別損失合計 5,792 6,228

税金等調整前四半期純損失（△） △1,415,565 △1,036,178

法人税、住民税及び事業税 35,032 88,900

法人税等調整額 △239,790 △235,970

法人税等合計 △204,757 △147,070

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,210,807 △889,108

少数株主損失（△） △10,893 △7,251

四半期純損失（△） △1,199,914 △881,857



（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,210,807 △889,108

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 21,481 △790

為替換算調整勘定 238,860 456,658

持分法適用会社に対する持分相当額 △50 △23

その他の包括利益合計 260,291 455,844

四半期包括利益 △950,515 △433,263

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △940,372 △425,659

少数株主に係る四半期包括利益 △10,143 △7,604



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △1,415,565 △1,036,178

減価償却費 785,888 684,813

のれん償却額 932 1,947

貸倒引当金の増減額（△は減少） △22,529 4,650

受取利息及び受取配当金 △10,889 △10,233

支払利息 153,181 148,418

関係会社株式売却損益（△は益） － △1,973

為替差損益（△は益） 344,058 374,115

持分法による投資損益（△は益） △571 △637

有形固定資産売却損益（△は益） △2,361 △387

固定資産除却損 5,759 3,110

投資有価証券評価損益（△は益） － 2,912

売上債権の増減額（△は増加） △45,479 343,257

たな卸資産の増減額（△は増加） △981,512 △214,807

前受金の増減額（△は減少） 527,421 △262,701

仕入債務の増減額（△は減少） 51,705 63,966

未払金の増減額（△は減少） △129,961 △44,091

未払費用の増減額（△は減少） △186,942 △81,097

その他 274,540 56,146

小計 △652,325 31,230

利息及び配当金の受取額 10,981 10,235

利息の支払額 △153,311 △139,457

法人税等の支払額 △16,183 △60,585

営業活動によるキャッシュ・フロー △810,839 △158,578

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △46,162 △16,169

定期預金の払戻による収入 76,154 16,165

有形固定資産の取得による支出 △573,266 △522,309

無形固定資産の取得による支出 △17,652 △4,863

有形固定資産の売却による収入 3,449 932

投資有価証券の取得による支出 △183,511 △78,750

関係会社株式の売却による収入 － 1,973

貸付けによる支出 △3,584 △2,102

貸付金の回収による収入 34,221 1,311

その他 2,616 8,580

投資活動によるキャッシュ・フロー △707,733 △595,232

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － 500,000

長期借入れによる収入 3,110,000 5,000,000

長期借入金の返済による支出 △2,660,715 △2,429,065

少数株主からの払込みによる収入 － 16,867

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △9,807 △36,010

配当金の支払額 △103,435 △1,137

財務活動によるキャッシュ・フロー 336,040 3,050,653

現金及び現金同等物に係る換算差額 △105,197 △60,381

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,287,729 2,236,461

現金及び現金同等物の期首残高 9,070,133 6,570,938

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,782,403 8,807,400



  該当事項はありません。 

  該当事項はありません。 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年９月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 （単位：千円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州における情報収集、環

境装置事業及び宿泊施設運営等を含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額 千円は、セグメント間取引消去であります。 

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整をおこなっております。  

  

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年９月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 （単位：千円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州における情報収集、環

境装置事業及び宿泊施設運営等を含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額64,671千円は、セグメント間取引消去であります。 

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整をおこなっております。 

（追加情報） 

当社が所有している宿泊施設の利用料収入については、従来営業外収益に計上しておりましたが、当第２四半

期連結会計期間から運営管理に係る業務委託を行い、施設運営のノウハウを導入することで事業として収益を拡

大していくこととしたため、当第２四半期連結会計期間から「その他」の売上高に計上することにいたしまし

た。当第２四半期連結累計期間に計上した施設利用料収入は82,739千円であります。また、これに伴い、営業費

用を「その他」に93,749千円計上しております。  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）セグメント情報

  

報告セグメント 
その他 
（注）１

合計  
調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）３

前臨床 
事業  

臨床 
事業  

トランス

レーショナル

リサーチ事業

計  

売上高                                        

外部顧客への 
売上高 

 4,019,073 2,671,140 11,953 6,702,167 21,829  6,723,996  － 6,723,996

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

 70,352 － － 70,352 89,218  159,570 △159,570 －

計  4,089,425 2,671,140 11,953 6,772,519 111,047  6,883,567 △159,570 6,723,996

セグメント利益
又は損失（△） 

 △1,210,745 519,522 △452,744 △1,143,967 △10,506  △1,154,474  62,809 △1,091,664

62,809

  

報告セグメント 
その他 
（注）１

合計  
調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）３

前臨床 
事業  

臨床 
事業  

トランス

レーショナル

リサーチ事業

計  

売上高                                        

外部顧客への 
売上高 

 5,162,618 2,155,474 45,241 7,363,333 96,952  7,460,286  － 7,460,286

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

 34,568 300 － 34,868 49,497  84,366  △84,366 －

計  5,197,187 2,155,774 45,241 7,398,202 146,450  7,544,653  △84,366 7,460,286

セグメント利益
又は損失（△） 

 △657,618 355,533 △309,385 △611,470 △77,749  △689,219  64,671 △624,548
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